
与布土地域の民生委員、福祉委員、及びその OB

など有志で、かじかの会が結成されました。高齢

者がいつまでも元気で、地域社会の一員として活

躍してもらうため、地域内の高齢者の集いの場と

なる「地域食堂」の開設準備を進めています。 

                                          

～与布土地域自治協議会の紹介～ 

協議会は 3つの重点課題に向けて事業を推進していきます。 

①若者の移住定住推進 ②高齢者の福祉対策 ③農業振興・観光対策 

 

 

「地域食堂」とは・・・・調理や食事をしながらお話をしたり、

健康体操やゲームをして体、頭を動かしたり、振り込め詐欺な

どにあわないための情報交換等をしながら、楽しく半日を過ご

していただくための集いの場です。 

『 』 

このままでは、地域の人口減少と担い手不足により、地域活動や社会的共同生活が難しくなる

恐れがありますので、数十年後に向けた対策が必要となっています。増えつつある空き家の活

用や若者の移住定住を促進していくため、移住コーディネーターと、移住・定住推進プロジェク

トチームが中心となって、移住・定住推進計画の作成とともに、３０年後の明るい与布土を目指

して、地域一体となって取り組んでいこうとしているところです。 

地域の少子高齢化は深刻です。人口推計では、１８年

後に与布土地域全体が、限界集落（６５歳以上が半数

を超えた集落）になると予測されています。 

本年度から３年間、県の支援を受けなが

ら戦略的移住推進事業を実施します。 

主な内容は以下の通りです。 
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♦移住コーディネーターの雇用 

♦空き家調査 

♦よふど未来カフェの開催 

♦移住推進計画の作成 

♦体験交流イベントの開催 

♦特産品開発など 



 
                                          

会計事務や施設管理を担当してい

ます。時間のある時は、体験農園で野

菜作りをしながら、農園整備も行って

います。週末に都市部の家族との交流

ができることを楽しみにしています。 

 

一般社団法人「よふどの恵」の事務

局を担当しています。この取り組み

も、地域人材を広く活用するための、

人材の広域化でもあります。 

若い地域力を生かした事業展開を

していきたいと思っています。 

今年度から重点課題の一つである移

住定住の推進に取り組むこととなりま

した。地域の将来を思うと、ため息が出

るほど多くの課題がありますが、でき

ることからやっていくしかないと割り

切っている今日この頃です。 

与布土地域では、地域の人材不足を補

うための事業の広域化を行っています。 

その一つである多面的機能支払交付金

事業の広域実施組織である与布土広域郷

守会の事務を担当しています。 

 

７月から移住コーディネーターと

してお世話になっています。 

地域外の出身ですが、この地域に新

しい風を吹き込んで移住者を増やし

ていければと使命感に燃えています。 

 

今年の６月まで地域おこし協力隊とし

てお世話になっていましたが、与布土地

域に根を下ろし、新たな目標に向かって

歩き始めたところです。 

都会での仕事の経験と田舎の持つ可能

性をうまく繋げていきたいと思います。 

田口移住コーディネーター（後列中央） 

坂口 事務員（後列右側） 

福島 事務員（前列左側） 

増田 事務長（後列左側） 

奥 事務局長（前列中央） 

藤原移住コーディネーター（前列右側） 



与布土地域自治協議会 

■地域概要 

世帯数 ５０１世帯 

人口 １，１８４ 

高齢化率 ４０，６３％ 

（202１年 11月末時点住民基本台帳） 

 

■自治協の概要 

 「好きです ふる里 よふど 創ります 未来
あ し た

のよふど」をキャッチフレーズに、地域協働の確立と 

地域課題の克服に向けて、６つの基本目標と３つの重点課題「若者の移住・定住促進、高齢者の 

福祉対策、農業振興・観光対策」を推進しています。  
■事務局員の紹介 

🔶事務局長  ・・・・  奥  幸之      🔶移住コーディネーター・・藤原 久美  

🔶事務長（一般社団法人よふどの恵）増田 博   🔶移住コーディネーター・・田口 亮 

🔶事務員   ・・・・  福島 未樹 

🔶事務員   ・・・・  坂口 直樹 

 

■開業日 

月曜日～金曜日 ８：３０～１７：００ 

 

■事業・イベント（コロナ感染拡大防止のため多くの事業が中止） 

 🔶 受託事業の実施 

   山東いこいの家事業、地域観光支援事業、朝来市各施設の管理業務 

 

🔶 太陽光発電所運営事業 

  災害時における避難所の電源確保、余剰電力の売電、施設の管理等 

   

 🔶 多面的機能支払交付金事業（広域郷守会）運営支援 

   広域委員会の運営、集落委員会の活動支援 

 

🔶 一般社団法人よふどの恵運営支援 

   法人事業の協力・支援等 

 

🔶主な活動はホームページに掲載しています。 

   ホームページ：https://yofudo-jichikyou.com/ 

     フェイスブックもご覧ください。「与布土地域自治協議会」で検索  

 

 

ホームページが 
リニューアルしました(^_-)-☆ 
 


